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在 塩 の そ で 一な る イ法 格 台か の 政 備 新 の転 自化 ロ
はそ川第 部 う ’一時 らな ク制 を数 ら定 新府 を保 そ か ・動 が ボ い御

衆 の正 二 会 で 昭何 代 な どか も付 な人 義 保機 急 史 こが操 車 急 ッま
議 後十 代 とあ和 事 をい便 セ考 与 ど形 の 先 関 げ生 で大 作 事速 ト世報

院 ’郎 会 ’つ五 も刷等 利 ンえす ビは説生 の ！慶 ’きす 故 で と界

議 平元 長 五 た十 人新 々な サ るる ジ悪 明 の委 』応 今 な るが ’対 は告
院 成財 は ～よ六 類 す ’面1必 こ ネ との 御 員 と義 回 問 人 あ も時 ’
運 二務 ’六 う年 ・る実 もか要 とス考 あ講 を題 塾 は題 間 つは しロ

営 十 大木 の に ’国 会 にあ解 が も面 え と話 務 し大 ’との たやて ボ

委 七 臣村 委 ’岸 民L多 る析 あ考 で る ’の め て 学 本 な 責 と人 負 ツ

員年 は睦 員超 信 の と くが装 るえ は傾 日内て ’総来 る任 き間 け ト
会 四 ’男 会党 介 た はの ’置 て゚ 中 向 本 容 お 御 合 は が゚ ’が る技
理 月 九 元 が 派 元 め

事 か 十 参 あ ・総 に
・ら歳 議 り超 理 な

自 ’を院 ’派 に る
民 第機 議 こ閥 よ こ

党 六 に長 れ で つと

国代辞 ’ま ’て は
会 会任 第 で真 創 ’
対長 三゚ に に 設 時

策 代 第 代 百 国 さ 代

委 行 五 会 三 をれ を
員 と代 長 十憂 た先

会 し会 が七 え シ取
副 て長 櫻 本 る ン り

委岸 代 内の有 ク し

員信 行 義 要志 夕て
長夫 と雄 請 に ン ’
が衆 し衆書 よ ク積

就 議 て議 を つで 極
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△員 塩 る八 理 趣
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点 さ判 車必 抜 るア広 る い学学
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え窓 て合 ボが 米 ’に百 来研
て 口い に ッ ’で ま一 四 に究
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（ かA力 効 に荷 そ ’感 五 法 さ
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え う縦1が
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、か い らに
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A発 化 さ ゜
1生 で ら例

自 しき に え
動 た る身 ば

車 場 時近 ’
と合 代 な囲
な ’と問碁

るそな題 や
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’処 て し棋
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責 り ゜自高
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